
 

 

 

 

 

 

 

 

ふれあい農園事業【田植え体験】 

　６月７日（土）の１０時より、千歳町の「ふれあい農園」にて、田植えの体験活動がおこな

われました。この事業は、登別市地域学校協働本部実行委員会

（畑山　功一実行委員長）と幌別中学校区地域協議会（山田　純

一郎会長）の事業として行われております。昨年度は、稲の調

達ができずに中止となりましたが、今回は地域コーディネータ

の方々が安平町まで足を運んでくださり、低農薬の稲を準備し

てくださりました。 

当日は、曇り空でしたが、本校より１７名の児童の参加と、

１３名の保護者の参加がありました。開会式では、両会長より、

事業の説明や田植えの注意事項などをお話いただきました。 

　子どもたちは足を泥だらけにしながらも、「田んぼの中はあっ

たかいなあ」「ぬるぬるして気持ちいい」などとつぶやきながら、

みんな笑顔で活動する姿が見られました。参加した子どもたち

は、日常生活では、なかなか気づくことのできない素敵な体験

をすることができたようです。今回植えた稲が元気に美味しく育ってくれることを心から願って

います。 

　あらためまして実施にあたりご協力をいただいた皆様、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登別市立幌別小学校 
★経営の重点★ 

子どもの未来を支える 

学校を目指して 

令和７年６月２０日

安平町よりご協力いただいた

低農薬の稲です。 


